
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

触
診
と
按
摩
ね
ん
ご
ろ
吊
し
柿 

主
宰 

細
野
恵
久 

 

福
祉
三
期 

 

映
ゆ
紅
葉
湖
面
染
め
け
り
山
も
染
め 

 
 

 
 

 
 

増
田
和
子 

 

食
文
一
期 

 

失
せ
る
歯
に
別
れ
時
な
り
北
時
雨 

 
 
 
 
 

改
正
節
夫 

 

国
際
三
期 

 

塗
り
替
え
し
鉄
人
２
号
小
鳥
来
る 

 
 
 
 
 

藤
井
秀
重 

 

生
環
四
期 

 

海
神
の
旅
立
つ
闇
や
汐
木
燃
す 
 
 
 
 
 
 

三
枝
邦
光 

 
美
工
五
期 

 

芸
猿
の
一
途
な
ひ
と
み
冬
の
月 

 
 
 
 
 
 

國
永
靖
子 

 

音
文
六
期 

 

忘
年
会
三
途
を
見
た
る
友
二
人 

 
 
 
 
 
 

猿
橋
二
三
雄 

福
祉
八
期 

 

陽
は
高
く
風
舞
ひ
舞
ひ
て
花
八
手 

 
 
 
 
 

加
藤
善
巳 

 

美
工
八
期 

 

霜
月
の
異
次
元
音
叉
穴
の
中 

 
 
 
 
 
 
 

太
田 

實 
 

国
際
十
期 

 

隠
こ
も
り

沼ぬ

や
ふ
っ
く
ら
集
ふ
冬
の
鳥 

 
 
 
 
 

今
崎
良
平 

音
文
十
四
期 

 

心
き
め
皮
の
手
袋
き
ゆ
っ
と
は
む 

 
 
 
 
 

大
下
絹
子 

国
際
十
五
期 

 

青
空
に
被
網

か
ぶ
せ
あ
み

う
つ
枯
欅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
建
生 

国
際
十
五
期 

 

借
り
た
傘
返
す
道
中
時
雨
く
る 

 
 
 
 
 
 

藤
本
武
子 

国
際
十
五
期 

 

木
の
実
降
る
山
の
径
抜
け
景
開
く 

 
 
 
 
 

山
下 

進 

国
際
十
五
期 

 

白
樺
の
抑
留
日
記
寒
三
日
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

許
斐
國
照 

食
文
十
五
期 

 

冬
う
ら
ら
近
江
の
銘
菓
巡
り
け
り 

 
 
 
 
 

小
淵
政
子 

健
福
十
六
期 

 

着
ぶ
く
れ
て
バ
イ
ク
郵
便
旧
街
道 

 
 
 
 
 

水
島
麗
子 

国
際
十
六
期 

 

ぎ
ん
れ
い
句
会 

平
成
二
十
八
年
十
二
月 



日
の
匂
う
ふ
と
ん
引
き
寄
せ
鼻
埋
む 

 
 
 

兼
清
久
子 

健
福
十
七
期 

 

身
の
芯
を
正
す
筋
ト
レ
干
し
大
根 

 
 
 
 

宮
本
公
子 

健
福
十
七
期 

 

「
第
九
」
よ
り
「STND ALONE

」
古
稀
し
は
す
沖
本
无
辺
子
国
際
十
七
期 

 

旅
終
え
て
点
る
門
灯
枯
芙
蓉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

香
春
早
苗 

国
際
十
七
期 

 

ダ
ム
の
湖
に
眠
る
石
棺
木
の
葉
雨 

 
 
 
 
 

仲
田
愼
輔 

国
際
十
七
期 

 

萩
枯
れ
て
親
亀
子
亀
池
の
華 

 
 
 
 
 
 

中
村
富
美
子 

国
際
十
七
期 

 

極
月
や
千
の
観
音
千
の
相さ

が 
 
 
 
 
 
 
 

宮
本
眞
貴
子 

国
際
十
七
期 

 

群
青
に
染
む
天
空
や
冬
の
雁 

 
 
 
 
 
 

江
間
れ
い
子 

園
芸
十
七
期 

 

か
ぞ
へ
唄
思
ひ
出
せ
ず
に
十
二
月 

 
 
 
 

小
栗
恭
子 

 

健
福
十
八
期 

 

炉
の
煙
長
押
の
槍
も
燻
し
た
り 

 
 
 
 
 

潮
江
敏
弘 

 

健
福
十
八
期 

虎
落
笛
眠
れ
ぬ
ひ
と
夜
旅
の
宿 

 
 
 
 

野
見
山
剛 

 

健
福
十
八
期 

 

境
内
へ
落
葉
分
厚
き
裏
参
道 

 
 
 
 
 

大
山
吉
春 

 

国
際
十
八
期 

 

星
空
を
仰
ぎ
見
て
ゐ
る
大
海
鼠 

 
 
 
 

今
井
義
和 

 

美
工
二
十
期 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ぎ
ん
れ
い
句
会
に
つ
い
て 

ぎ
ん
れ
い
句
会
は
、
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
第
一
期

生
と
し
て
在
学
中
だ
っ
た
俳
誌
「
ぐ
ろ
っ
け
」
主
宰

品
川
鈴
子
先
生
に
俳
句
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
同
期

生
が
卒
業
後
す
ぐ
平
成
九
年
四
月
に
立
上
げ
た
句
会

で
、
そ
の
後
次
々
に
同
窓
の
俳
句
愛
好
者
を
加
え
て

今
日
ま
で
月
一
回
の
句
会
を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

鈴
子
先
生
に
は
引
き
続
き
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た

が
、
平
成
十
五
年
か
ら
は
第
三
期
生
で
「
ぐ
ろ
っ
け
」

同
人
会
長
の
細
野
恵
久
先
輩
が
代
っ
て
指
導
を
引
き

受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。 

そ
の
間
、
平
成
十
八
年
に
第
百
回
記
念
の
、
ま
た

平
成
二
十
六
年
に
は
第
二
百
回
記
念
の
合
同
句
集
を

発
刊
、
句
会
の
足
ど
り
を
さ
さ
や
か
な
が
ら
形
と
し

て
残
し
ま
し
た
。 

な
お
今
回
ご
紹
介
す
る
作
品
は
第
二
百
三
十
二
回

の
句
会
か
ら
の
一
人
一
句
で
す
。 

          


